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苗人のイ申長量の子瀾」ltつ t)て

欄 一ウラζJじ毎勘 淋辞争試賜 )

生きた材料

`樹

木 )Z ttt'る 工事て・lま ′材料の伸長量の予力|バ 不可矢の要素て'あ ク′
これを〈して′よ「生きtの工法」の発混 左望むこと″ヽ'てγきな().こ れまでのil_路防墜

林ヒ成で1ま ′太苗～若木の種付けパイテわれてきて′あまり断 パよく多い″ヾ′
′効果の

フP時静現ιギめ在ことのに″`に,効果左形現する」での苗木の伸彙量の予測パ不0員 て'

あ,た しとも,そ の1因 と考えうれ る。生きた材料の耀かグイ申長量子plバ ィきぅ7う

ぱ′フア時効果はこれまで丘クにク聖無 にゆだねてお t)て ′ノθ年後〈)()ι 防雪林●ケ

呆発現 D子期とみ
`じ

ぼよt)′ ぃ )う しとにびる.それて"′ 予定地の周Lに 存在する樹

木ι予測のEl夕 こずる3と ′提栄 ι′その1勿 ι示してみろ。

今回′族頓711地方におけろ道路ク璧林盤成計画 対́ して,ア カエゾマツ多中に`に′

苗木の伸長量左予測 してみたが, その根拠 としんのぼ′造城ルロした存在ァろ天然生

林および人工本の樹木の伸長量であるζ表―

1)。 これ )|す ′ル月に天然生ホ ,国有方風」休′
こ襲木′古秒丘天然生林′κ有防風沐 ′隊也

防雪フ人7ど の秘 主のレ処あ機の構成芳て″あり
,

十分イク聖効果ιιつもの″ヽ′効果左を現 し

つつあうものぞある._L壌条件げ′良幻́ とぼ
いえでい状態て'あ る.

目-11ま ′ァカェソ
″マッ植栽木の付峙な量五′

衣階および芽μ鞠首から訪みと'た しので
″
あう。

旭栽後数年の伸長量 )よ 小ざ〈′猫雪ラ繁五扱け

出してがウ|よ ″帆↓の年伸長量を示して t'ろ

しとがわかる.向後|ま ′年他雄′′θ年でク%
Й夕)イ申長量が予想される.

以上の実ηl″ う`ノク雪林樹種の初期生長の

者移則〃t'じ 子コlι してみなものパ′表-1え

示される.立比環境千地孝え方法ヵヽシみて
,

選り械予定し´おけるぢ本のイ申長量は, これぅ

硼%上の場汗のイや長量よ,大 きい|ま ずて
゛
ある。

十分び地再えζ群水′計 ラん′客ェブと・),

上つき首木 ζ地上高
"年

)′ 訪雪料の設置,

十分を保育作業
`ど

バえ行されるクタぱフア

カエン"マ ツι主体 とする動 雪林 |ま ′ノ0年

後にぼ吉ざバθれ並ズ えびり′防雪珊″ベ フ

て′訪雪効果ι発現するにうが t'7`)。 その

上″Jと して′図二2′種稽方法 ζ2令 式の711

施え)と /ο年後の予想 ι示す。
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図-1 アカエゾマツの伸長量の測定

宗谷支庁による海岸防風ホ )

(浜顔
=U町

山軽 ;

k- d fr 202il

ll
50

―- 8 -



表-1 アカエゾマツ,エ ゾマツおよび トドマツの伸長量 (実測,推測ないし予測 ;浜懺別地域 )

場  所 林の種類   土 買 樹  種 文献
オン トキ タイ 天然生林  新砂丘砂 ,火山 一―

_            灰層の介在   _

アカエツマツ 休 縁)  0 (10) ∞  803 340/40暉  斎藤・東 ,1971

トドマツ (林内)    0  20  60 100  4∞ /∞年

知 福    国有防風林 古砂丘砂 (一部分 ,耕うん)エ ツマツ (最高 )

トドマツ(//)
30  70(2∞ )(3311) ―    斎藤 ,1968

∞  75(210)(3501  -
屋敷林 (   // (30)(70)(180)(290)6∞ /27年  斎藤・小原 ,1978

(30)(70)(180)(280) 4∞ /20F
天然生林 アカエゾマツ ―  (20)(70)(150) 750/50年  本研究

山  軽 民有防風林   ク アカエゾマツ

トドマツ

盛 り床 30  51  156 (332)  一

30  59 144(3t15)  一

国鉄天北線  鉄道防雪林  泥炭湿地    り1水  盛 り床   エゾマツ       (30)(60)(125)(2∞ ) 6∞ /34年  奥山 ,1966

国道 238号  道路防雪林  粘土丘 陵    耕 うん 。排水・   アカエゾマ ツキ    (50 125 250 4∞   550/20年)本研究

(50 l 15 23s 380 s3o,/2o+)
()内は ,推測な いし予測樹高 , ●十分な地 ごしらえ,土つき大苗 ,十分な草刈 り,ほ かを前提条件とする・
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図 -2 道 路 防雪 林 の植 栽 方 法 お よ び 10年 後 の生 長予 想 (浜領 別地 域 )
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